
 

 

 

１．事業の目的（趣旨・ねらい） 

   自然に親しみ、楽しみながら活動し、子供たち同士、保護者同士も仲良くなること

を目的とする。 

 

２．事業の概要 

（１）共催 株式会社おもちゃ王国 

 

（２）期日 令和元年１１月３日（日）～４日（月・休）  

 

（３）参加者 

① 募集対象・人数 

未就学児～小学校低学年及び家族 ３０人 

②  参加人数 

      ２８人 （７グループ＜９家族＞） 

 

（４）企画・運営のポイント 

①  今年度から宿泊型の事業に変更することで、自然体験だけではなく、参加者同

士の親睦を深められるように設定した。 

② 民間企業との共催事業として、株式会社おもちゃ王国との役割分担を明確に示 

し、新たに内容を見直した上で協定を結んだ。 

   ③ 幼児が多くいたこともあり、参加者の様子や状況に応じて活動内容の変更を行 

いながら柔軟に対応できるよう、余裕を持った時間設定を行った。 

 また、説明をするときなど、手遊びなどの手法を用い、楽しい雰囲気を作れる 

ように心掛けた。  

   ④ 参加者それぞれが家族を離れて親睦を深めることができるように、家族の枠を

外したグループ設定を行った。 

   ⑤  午後から来所し、翌日午前中いっぱいで活動が終了するように計画し、所まで

の往来にゆとりを持たせた。     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和元年度 国立吉備青少年自然の家教育事業 

森のたんけんたい２０１９ 



３．活動の内容等 

（１）日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動の状況 

      

 

 

 

 

 

 

 

 【ネイチャーゲーム①】                  【ネイチャーゲーム②】 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 【トレジャーウォーキング①】                     【トレジャーウォーキング②】   

 

 

 

 

 

 

 

11 月 3 日（日） 11 月 4 日（月・休） 

13:00 

13:30 

14:00 

14:15 

15:00 

17:15 

17:30 

19:00 

20:00 

22:00 

受付 

開会式 

アイスブレイク 

ネイチャーゲーム 

トレジャーウォーキング 

夕べのつどい 

夕食 

キャンプファイヤー 

入浴 

就寝 

6:30 

7:45 

8:00 

9:00 

9:30 

12:30 

 

 

起床・洗面・清掃 

朝のつどい 

朝食 

片付け・点検 

バウムクーヘン作り 

閉会式 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  【キャンプファイヤー①】                         【キャンプファイヤー②】   

 

 

 

 

 

 

 

 

            

【バウムクーヘン作り①】                【バウムクーヘン作り②】 

 

４．成果・課題 

 （１）満足度 

    満足：９２％ 

    やや満足：８％ 

 

 （２）参加者の声（保護者記入） 

① トレジャーウォーキングは一番楽しく、おもちゃ王国とのコラボ感が出ていて 

よかった。 

② ２日間とても楽しそうでした。「自然の中でゆっくり時間を取ることって大切 

 だなぁ」、と思いました。 

③ グループに分かれて活動することで、親同士も話すことができてとても良かっ

たです。 

④ 家族でキャンプも良いが、他の家族と一緒にイベントに参加することは、子供 

たちの様子も少し違い、いい経験になると思います。 

⑤ すべてに興味があり、すべてが初めてのことばかりで、目がずっとキラキラし 

 ていました。この２日間でとても良い体験をさせてもらいました。 

 

 

 

 



（３）成果 

① 参加者は自然に親しみながら楽しむ様子がうかがえた。そのとき、その場所に 

あった植物を見たり触れたり、参加者の興味に沿いながら対応することができた。 

② 宿泊を伴う事業に変更したことにより、参加者同士の交流を深めることができ 

た。活動では、子供だけではなく大人も一緒になって自然に親しみ、他の参加者 

との交流も積極的に行っていた。 

③ 民間企業と共催することにより、当日のスタッフ配置も余裕をもって実施する

ことができ、スムーズな運営を行うことができた。 

 

（４）今後の課題 

 ① 民間企業との共催事業として、今後どのような発展ができるかを考えていく必

要がある。おもちゃ王国と当所の得意分野を活かし、参加者が意欲的に参加した

いと思える事業を企画していきたい。 

② 参加者同士がさらに親睦を深めることができるよう、宿泊部屋を合同にするな 

ど、必然的に一緒に過ごす時間を長くなるような仕掛けも検討していきたい。 

 

 

 

担当：企画指導専門職付 貞方 貴衣 


